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Crown English Communication II, p. 35. 

 

Lesson 3 

Paul the Prophet 

 

June, 2010.  As the FIFA World Cup competition was reaching 

its final stages, sports writers tried to (1)predict the winners.  

Nobody had a better record of prediction than Paul: he was  

right 100 percent of the time. 

 

－1 

(2)It is (3)well known that Germans love soccer. As 

the German team moved closer to the play-offs, 

suspense grew.  On June 13, Paul predicted that 

Germany would beat Australia; Paul was right.  On 

June 18, Paul picked Serbia over Germany; he was 

right, but it was a group stage game and Germany 

(4)remained in competition.  On June 23, Paul chose 

Germany over Ghana—right again.  Paul had 

correctly chosen the winner in every match Germany 

had played. 

Germany played England on June 27; Paul  

picked Germany, and he was right.  On July 3, 

Germany played a quarter-final match against 

Argentina.  Again Paul picked the German team  

and again Paul was right. 

Germany had (5)made it to the semi-finals and 

Paul had not made one wrong prediction. The whole 

world waited for his prediction for the semi-final 

match between Germany and Spain.
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Lesson 3—Lead 

(1) predict  , p. 1484. 

 
・ 見出し語横にで示されたpre(前もっ

て)dict(言う)という語源情報に注意させ

る。「pre(前もって)」という接頭辞から始

まる他の単語の例が紙の辞書ならすぐ調

べられるので，p. 1487の prepare, prepaid

などをチェックさせるとよい。 





・ 語源のすぐ下には(  )に入れて派生語が示

されているのでチェックさせる。 の

prediction は教科書本文の次行を始め，同

ページに何度も出て来るので，辞書でも確

認させたい。紙の辞書なら同ページに出て

いるのですぐに調べられる。 



・ 目的語にはどのような語が来るか(選択制

限)を調べさせる。山形かっこ〈  〉を使っ

て〈事〉と記されていることをチェックさ

せる。教科書本文では誰が勝つかというこ

と，すなわち「勝者(winners)を予測する」

と述べていることを理解させる。 

・ 教科書本文 7 行目は that 節を目的語にし

た用法があるので，〚～ (that)節/wh 節〛

という用法指示も確認させておくとよい。 

 

Lesson 3—Section 1 

(2) it 4a, p. 1029. 

 

・ セクションの冒頭で it が使われているの

で，すでに述べられたものを指した用法で

はないことを確かめさせ，it の形式主語の

用法をチェックさせる。〚形式主語〛と記

された 4 を参照させると文法のポイントコラ

ムがあるので，形式主語・形式目的語とは

何か，なぜ使われるのかを理解させる。 

 

・ 4a の文型表示it is＋/＋(for A) to 

do/(that)節を教科書本文の形と比較さ

せる。スラッシュ( / )は交換可能な要素，

丸かっこ(  )の中は省略可能な要素である

ことを確かめさせ，教科書本文では well 

known が形容詞で that 節が後続している

ことを確認させる。 
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・ 4a 下のコラムの(2)に，that 節が後続する

形についての説明があるので参照させる。

よく使われる主な形容詞として教科書本

文の well-known も挙がっているので注意

させる(ハイフンの有無については次の(3)

で扱う)。 



(3) well 3, p. 2137. 

 

・ well の後に known と過去分詞が続いてい

るので，〚の前で〛という用法指示のあ

る 3 に導く。辞書の第 1 用例から well 

known の意味を確かめさせる。 

・ 複合形容詞の用法についてコラムがある

のでチェックさせる。(1)を参照することで，

教科書本文では be 動詞の後に単独で用い

られているのでハイフンがなく，辞書の第

1 用例では名詞を修飾する用法なのでハイ

フンがあることを確認させる。 



(4) remain 2, p. 1585. 

 
・ in competition(競技(会)に)という状態を

表す表現が続いていることから，remain

＋の文型表示がある 2 に導く。 

・ ((1)は場所・状態の表現)という注記から，

場所・状態の表現が具体的にどのようなも

のか，辞書の用例からチェックさせる。第

1 用例の alone は状態，in London や at 

homeは場所を示している。第 2用例の out 

in the open airや第3用例の in one’s mind

はともに「場所」だが，前者は第 1 用例と

同じく「物理的な場所」で，後者は「心の

中」という「抽象的な場所」であることに

留意させたい。第 4 用例は状態を表すが

続いているので，確かめさせる。 

 

(5) make  make it, p. 1166. 

 

・ に出ているのでチェックさせ，(it は漠然

とした状況を表す)という注記から，it は特

に前述の何かを指しているわけではない

ことを確かめさせる。 

・ (2)の意味が「ドイツが準決勝まで進んだ」

という文脈に合う事をチェックさせ，く

だけてという記述から格式ばらない表現

であること，(困難の末に)という補足説明

から準決勝に進むことが大変であること

を確認させる。 

・ 共に使われる前置詞(連語)が二重山形かっ

こで示されているので注意させる。教

科書本文は make it to the semi-finals と

to が続いているが，「…にまで登り詰め

るto」よりも「決勝・目標まで進むto」

の方が教科書のこの部分に合っているこ

とを確認させる。 

・ 辞書の第 1用例は会話でよく使われる表現

なので，チェックさせるとよい。 
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Crown English Communication II, p. 36. 

 
－2 

Germany had fallen in love with 

Paul. But German fans would soon be 

shocked. For the semi-final match with 

Spain, Paul picked Spain. 

The  fans  were  furious.  Paul 

received death threats.  Some people 

even wanted to cut him up like (1)sashimi 

and eat him for dinner. 

Of course, Spain was delighted. When José 

Zapatero, the Spanish prime minister, heard about   

the death threats, he (2)offered Paul a safe (3)haven in 

Spain. 

Germany (4)vs. Spain was played on July 7.  Paul 

was right again.  Spain won.  He had been right six 

out of six times.  German fans were sad that their  

team had lost, but they had even greater respect  

for Paul’s clairvoyance. 
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Lesson 3—Section 2 

(1) sashimi , p. 1659.

 

・ 見出し語横の語源情報に＜日本と示され

ているので，外国語から英語に入って来た

語は「＜」を付して，何語から来たかを示

していることに注意させる。 

・ 日本語から英語になった語はいろいろあ

るので，生徒に想像させ，英語になってい

るかどうかチェックさせると，辞書引きの

動機づけになる。sushi, tempura, suki- 

yaki, tofu などの食べ物，kimono, futon, 

kabuki, karate など伝統・文化関係，anime, 

manga といったポップカルチャーに関す

る語も載っているので調べさせるとよい。 

 

(2) offer 1a, pp. 1332–33.

 

・ 教科書本文では offer に続いて Paul と a 

safe haven という 2 つの名詞(句)が並んで

いることから，SVOO の文型であることを

理解させる。1a の文型表示offer A B/B to 

Aで，offer A B が目的語を 2 つ取る形であ

り，offer B to A ともいえることを確認さ

せる。教科書本文は Paul が A，a safe 

haven が B になっていることを確かめさ

せる。

 

・ give と同じ SVOO(第 4 文型)を取り，目的

語となる名詞(選択制限)として A には人，

B には与える[提供する]物が来ることが山

形かっこ〈  〉で示されているので確認さ

せる。give との違いを説明した，(give と

違って相手が受け取ったかどうかは不明; 

→give1 文法(5)(a))という解説に注目さ

せる。教科書のこの部分ではスペインの首

相が安全な避難所を申し出たが, パウルは

その申し出は受けなかったので give では

なく offer が用いられていることを理解さ

せる。参照先の give1 文法(5)(a)には

SVOO 文型の詳しい説明があるので確認

させるのもよい(p. 811)。 
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(3) haven 1, p. 896. 

 

・ 見出し語横にを付して示された発音注記

をチェックさせる。 

・ 語義 1 の第 1 用例が教科書本文と同じ a 

safe haven を使っているので，意味を確認

させる。辞書にはよく使われる語の典型的

な組み合わせ(コロケーション)が例文とし

て示されていることに注意させる。 

 

(4) vs., p. 2109. 

 

・ 最後にピリオドがついていることから略

語であることを確かめさせる。辞書では略

語の場合，可能性のある元の単語が示され

ていることを確認させる。 

・ verse, versus と 2 単語が示されているの

で，どちらが文脈に合うか考えさせる。共

に p. 2094 に出ているので同時にチェック

させることができる。意味や例文から

versus の方だと理解させたら，見出し語横

の発音記号で読み方を確認させる。 

 

 

・ versus 1 の(略米vs., 英v.)という部

分に注目させる。略という表記は略語を

示しており，略語がイギリス英語とアメリ

カ英語で違うので，米英と記して違い

が示されていることを確かめさせる。 
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Crown English Communication II, p. 37. 

 

 

Paul was right again when he picked Germany 

over Uruguay in the third-place play-off.  And Paul 

was right with his last (1)prediction that Spain would 

beat the Netherlands in the final match of the 2010 

FIFA World Cup. 

Paul had a perfect, 100 percent correct, record   

of predictions for eight (2)straight games.  Who was 

this Paul?  And how could he make such accurate 

predictions? 
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(1) prediction , p. 1484. 

 

・ 見出し語横の  は語源欄で，→predict

は当該見出し語(ここでは名詞の predic- 

tion)と派生関係にある語(ここでは動詞の

predict)のところに詳しい語源情報などが

あるので参照せよ，という指示であること

に注意させる。同じページの上部にある

predict は教科書本文に何度も出て来るの

で，語源情報以外も参照させるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 二重山形かっこで共に使われる表現が示

されていることをチェックさせる。…の/

…という と表現する場合は of, for, 

about/that 節を使うと示されていること

を確認させ，教科書本文では that 節が用

いられているので，「スペインがオランダ

を破るだろうという最後の予測」という同

格を表す意味になることを確かめさせる。

・ 同じく二重山形かっこで示された共に使

われる前置詞のうち，教科書本文 24 行目

では predictions for ...と for が用いられて

いるのでチェックさせる。

・ 教科書本文 27 行目にも prediction が用い

られているが，そこでは動詞 makeが使わ

れていることを確認させる。辞書の用例と

訳を参考に，「そのような正確な予測をす

る」という意味になることを確かめさせる。 

 

(2) straight 2, p. 1864.

 
・ 見出し語横のを使った発音注記を確認さ

せる。前半には発音しにくい部分をどのよ

うに発音するかが示されており，後半には

同じ発音で別の単語があるので注意を促

していることをチェックさせる。 

・ 語義 2 のの前でという用法指示が教科

書本文に合っていることを確かめさせる。

辞書の第 1 用例を参考に「連続 8 試合」と

いう意味になることを確認させる。 

・ を使った「主にまれに起こる事について述

べる」という注記をチェックさせる。連続

8 試合について予測を的中させるのはまれ

であり，教科書のこの部分の状況と注記が

合っていることを確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 38. 

 
－3 

You probably already know who Paul was 

because he (1)became famous: the world’s most 

famous octopus.  Yes, Paul was a common octopus, 

born in 2008 in England and moved to the Sea Life 

Center in Germany, where he became a great 

(2)favorite of children. 

Octopuses  are  as  intelligent  as  some 

vertebrates.  Paul was especially intelligent.  He 

surprised the aquarium workers by learning to  

open glass bottles.  Intelligence, however, had 

nothing to (3)do with Paul’s success in choosing 

winners. 

The prediction process was simply chance.  

Paul was given two boxes in which there were 
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Lesson 3—Section 3 

(1) become  1, p. 169.

 

・ become Cの文型表示から 1 に導く。教科

書本文では C がの famous になっている

ことを確認させる。を使った注記前半より，

C にはが来ることを確かめさせる。 

・ 教科書同ページ 5–6 行目では，C が名詞句

(a great favorite of children)になっている

ので確かめさせる。 

・ を使った注記後半には「get2」という

参照指示があるのでチェックさせる (p. 

801)。の(1)に get と become の違いが説

明されているので確かめさせる。 

 

 

(2) favorite 1, p. 697.

 

 

 

・ 教科書本文では a great favorite と不定冠

詞が付いていることから名詞用法へ導く。

共に使われることの多い前置詞(連語)が二

重山形かっこで示されているので確か

めさせる。「人の最も好きなもの」と表

現する場合はof, withを用いることをチ

ェックさせ，教科書本文では of が, 辞書の

第 4 用例では with が使われていることを

確認させる。 

・ 同じく辞書の第 4 用例と訳を参照させ，教

科書本文が「子供たちの大変な人気者にな

った」という意味になることを確認させる。

・ 教科書次ページ 15 行目では限定用法の

として使われているので，ここもチェック

させるとよい。 

 

(3) do1 have (got) [be] A to do with B, p. 554. 

 

・ 教科書本文では had nothing to do with 

Paul’s success となっているが，nothing 

(A)と Paul’s success (B)の部分には，これ

以外の語句が来ることもある成句である

ことを理解させる。成句を調べる場合，

が含まれていればで調べるが，がなく

となどの組み合わせなら，より意味内容

を強く持つで立項されているので，そこ

で調べるとよいことを確認する。ここでは

do with …のようにdo とwith との組み

合わせになっているので，do の成句をチェ

ックさせ，have A to do with B に導く。 

・ 「B と A の関係がある」という訳語を確か

めさせ，の注記(1)にある「A には some- 

thing, nothing, anything, much, a lot な

どが用いられ程度を表す」という記述をチ

ェックさせる。教科書本文では否定を意味

するnothingがAの部分で使われているの

で「パウルの成功とは関係がない」という

意味になることを確認させる。 

・ 辞書用例を使って A が別の表現になった

ケースを確認させるのもよい。 
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Crown English Communication II, p. 39. 

 

mussels, his favorite food. Each box had the national 

flag of a team.  The first box from which Paul ate 

the mussels was taken to be a prediction of the 

winner of the game. 

What are the (1)odds for making eight straight 

correct predictions?  José Mérida, a data analyst, 

explains the odds using a coin tossing model. There 

is a good (2)chance that one person out of 178 will 

predict all the winners from a series of eight  

matches.  Since millions of fans predicted World 

Cup games, there (3)could have been thousands who 

made eight correct predictions. 

Paul was (4)remarkable, but he was not unique. 
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 (1) odds  1, p. 1327.

 

・ 教科書本文が the odds となっているので，

名詞であることを確かめた上で辞書を引

かせる。odd という見出し語の名詞の複数

形なのか，odds という見出し語の名詞なの

かをチェックさせる。紙の辞書なら見開き

の両ページにあり，簡単に調べさせること

ができる。odd の複数形と考えた場合，意

味が文脈にそぐわないため，odds に導く。 

 

・ 通例 the ～という用法指示や，「8 回連続

で正確に予測する」という教科書のこの部

分の内容と合うため，語義 1「可能性，見

込み，確率」という意味になることを確認

させる。 

 

(2) chance 1a, p. 315.

 

・ 教科書本文と同じ形の例文が辞書の第 2用

例になっていることから語義 1a であるこ

とを確認させる。太字用例なのでよく使わ

れるチャンクであることに注意させる。 

・ 辞書の第 2 用例の訳を参考にして，「178

人のうちのひとりが，連続 8 試合の勝者す

べてを予測できる見込みがおおいにある」

という意味になることを確かめさせる。 

・ 二重山形かっこで共に使われる表現が

示されているのでチェックさせる。…の/

…する/…というと表現する場合は

of/of doing/that節を使うことを確認さ

せ，教科書本文では that 節が用いられて

いることを理解させる。他の形も辞書用例

を使って確かめさせるとよい。 
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(3) could 11, p. 436.

 

・ 教科書本文の could have been … の形か

ら，could have doneの文型表示のある

語義 11 に導く。仮定法過去完了という用

法指示があるので，11a の if 節を用いた第

1 用例を使って用法や意味を確かめさせる。 

・ 教科書本文では「(もしその時に予測してい

たとすれば，) 8 回正確な予測をした人が

何千人もいたのかもしれない」と，過去の

時点における推量を述べていることを確

認させる。 

・ 教科書本文は if節のない仮定法過去完了で

あることを確かめさせ，同様に if 節のない

例として，辞書の第 2, 3 用例をチェックさ

せる。 

 

(4) remarkable , p. 1586. 

 

・ 見出し語横の  は語源欄で，→re- mark

は当該見出し語 ( ここでは形容詞の

remarkable)と派生関係にある語(ここで

は名詞・動詞の remark)のところに詳しい

語源情報などがあるので参照せよ，という

指示であることに注意させる。同ページ 1

つ前の見出し語なので，すぐ参照させるこ

とができる。同様に副詞の remarkably も

1 つ後ろの見出し語になっているのでチェ

ックさせると，派生関係にある語の広がり

を理解させることができる。 

 

 

・ 教科書本文は be 動詞に続く叙述用法であ

ることを確かめさせる。限定用法の例とし

て辞書の第 1 用例をチェックさせる。
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Crown English Communication II, p. 40. 
 

－4 

It may (1)seem strange that people would 

study animals to try to predict the future,  

but it is not at (2)all unusual. 

In ancient China, people studied turtle 

(3)shells. In the Greek temple at Delphi there 

was a mouse prophet. The Romans believed 

that you could see the future in the flight of 

birds.  In recent times, an American horse 

named Lady Wonder answered people’s 

questions about the future.  Scientists have 

studied changes in the behavior of birds and 

fish to (4)see if they can predict an earthquake. Paul 

is not the first animal people have asked to predict 

the future. 

When the World Cup was over, Paul was given   

a reward for his predictions: a little World Cup and 

his favorite food—mussels.  Then the aquarium 

announced that Paul was retiring from sports 
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Lesson 3—Section 4 

(1) seem  3, p. 1696.

 

・ 教科書本文は it で始まり，seem には

strange という，そして that 節が続いて

いることから，it seems C (to A) that

節/it seems C (for B) to doの文型表示

のある語義 3 に導く。辞書ではしばしば

(  )で示された要素は「省略可能」を，ス

ラッシュ( / )は「または」を表すことを確

認し，教科書本文は文型表示の前半部分に

相当し，to A は省略された形であることを

確かめさせる。 

・ (C は)という注記をチェックさせ，教科

書本文や辞書第 1 用例は，第 2 用例は

の例になっていることを確認させる。

 

(2) all at all, p. 56.

 

・ とでできた成句の場合，通例より意味内

容を強く持つのところで成句が立項され

ているので，all の方をチェックさせる。

成句は品詞別にリストされていることを

確かめさせ，ここでは all の成句を調べさ

せる。 

・ 教科書本文が否定文でという用法指示と

合っているので(1)を参照させ，(否定の強

調)という注記をチェックさせる。成句義を

参考に，教科書のこの部分は「それは少し

も珍しくない」という意味になることを確

かめさせる。 

・ 辞書の第 1 用例と教科書本文を比較させ，

否定の要素である not に続いて at all が使

われていることを確かめさせる。第 1 用例

の≒を使った書き換え文に注目させ，at all

を文末で使用することもできることを確

認させる。



(3) shell 1, p. 1727.

 

・ 見出し語横の  が示す語源欄には「原義

は「(動植物の)硬い外皮」と記されている

ことに注意させる。語義 1 の語義は「殻」

「貝殻」「甲羅」「皮」などといろいろある

が，原義を考えれば理解しやすいことに気

付かせる。 

 ・ 教科書本文は文脈から「亀の甲羅」である

ことを確かめさせる。 

 

(4) see  3a, p. 1693.

 
・ 教科書本文は seeに if節が続いていること

から，see wh 節/if [whether]節の文型

表示のある語義 3a に導く。

・ 教科書本文と同様に if を使った辞書の第 1

用例をチェックさせる。語義や用例訳から

教科書本文では「それらが地震を予知でき

るかどうか確かめる」という意味になるこ

とを確かめさせる。
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Crown English Communication II, p. 41. 

 

forecasting: “Paul will get back to his real job— 

making children laugh.” 

Octopuses usually live only about two years.  

Paul lived a nice long life (for an octopus) and died 

(1)peacefully at the aquarium on October 26, 2010.  

They have built a little (2)shrine to mark his grave. 

Football fans will remember Paul for a long  

time.
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(1) peacefully  1, p. 1408.

 

・ どのような語を修飾するか(選択制限)を示

した山形かっこ〈  〉の情報が有用である

ことを教えたい。語義 1，2 には 4 つの訳

語とそれぞれの選択制限が示されている

ので調べさせる。その中で，教科書本文で

は die (死ぬ)が用いられているので，「安ら

かに」がもっとも適切な訳語になることを

確かめさせる。 

 

(2) shrine 1, p. 1743.

 

・ パウルの墓標を示すために建てられたも

のなので，語義 1 の「聖堂，廟」などがふ

さわしいことを確認させる。 

・ 日本の「神社」を意味することもあり，辞

書の用例のように Shinto が付いている場

合は特に神社を指すことを確認させる。

・ 教科書前ページの 5 行目には temple (p. 

1939)が出て来るので shrineと比較させる

のもよい。語義 1 のには「キリスト教の聖

堂には主に church を , 日本の寺には

temple, 神社には shrine を用いる」と違い

が説明されているので確認させる。 

 

 


